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　　　　第12回宇宙開発委三会‘憲例会誌）犠三界旨

四時　騨r年5月9晒　　ケ．
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　午後2時～4蒔

2．場　所　 ●　争笛開発委鹸三会誤室　　　　　　　　　　　　　　’

a舞題　（1）糊難計三三団緒につ三一
　　　　　　　　‘2咽爵腔間平納声点三会麹．2画　　　＼
　　　　　、　　　．法律小委三会について
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　　・委ユ2－2’各劇における潟信衛星および放送卿星計画
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　　　委・．卿鞭掘空賜嚇1膝晦働鶴
　　　・　　麹絵購浩
　　　魏鎚4ス丸イラブ細と鋤郷の1瞬黙ゆ
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　説三者
　　成践大学教授　　　　　　　　　　　　　　　山　本　草　二

　　金鵬料鮒研究所蔽．　、沖し田机美
’　　〃1　疲れ丁丁部長　　　　　　　　吉’田，　　進

　　　ガ’特殊黒馬積究室長．　・　　　高　檎仙之助・
　　巻学技術庁研究翫癌尚宇宙囲発課長　　野・口　．　離．

　岡係で陶ず嫉～：負紐；

　　　　　　　　　　　　　　　　ノヒ　　科学技術庁研殆・癌局長　　　　　．千棄　　’将
　　　　　　　　　　り
　　　　〃　～　ゼ　〆　芋宙四三謬三三　山　野　正　：登
　　文音卜管1大学学術勘審；議徳　　　　一　　　笠　木∫：主　熾5

　　　　　　”、　　　・　　　　　ド昏・‘代用＝深浬）・

　　海上株安脱魂務翫長1　　　　　　　．高　野　　　晟

　　　　　　　　．，　・　　　　．　1代理＝髄ロ｝

　　夕秘省戯腱合局外鵜麗筆4・　　　天羽民雄
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（2）実用衛星謳臨査励報告について

　　吉職団員から資轡委12－2「谷国における’逸信衛星および

　放：送衛星計画の塊状」・について説明が行なわれた。

（3）1一字瞭騨鯛駿員雑・2圓法律楼負会に㍗て

　　野盗学技術庁絶血塊長および山不成劇群搬から・
　．資轡委12二3「園連宇宙空聞平和利傾委三会法律：小委負会．

　臼，12会期報告」に劾ついて以下の競要の職告があったのち、

　冠鍾応答が行詰われた。

　①面会駕の響隷は、1実質的に月条約および溶血条約の2件で

　　あった。今会期の状滉からみると、両条約について結語食み

　　るのは時悶の玉髄と考えられ、引き比いて、’樹姦・放送衛星お
　　　　　　’＼

　　よび費線羨査衛星に関する陶麹が譲訥に上ることになろう。

．②　月条約については＼曲用胞細、天然優源め分配、打上げの

　　…曄蒔酬瀧で圭専藤畑瀬．見の対立があり、羨醜できなか

　　つたq・　　　，　』　　　　、’　　　．　　，
　⑤登録条約については、・直垂の山内登雑および国連昏の登鋲

　　鱒骸－・幽齢の対象・晦卸1靴ついて講が勧ら江

　　宇宙吻体へのマ「キング廟しτなお意見の対立はあるが・、

　　その航の点については乱ほぼ合鴬がみられiた。

　　網鳥：登高条約には車事衛星も含まれるのか

　　山本：認まれている。∵1∫託，． 一　　．ご
　　舶島：軍事利環を余けば条約は早くまとまるが、あまり意味がな．

　　　’，いであろう。’　∫一　’　，　　一’

　　山県：宇宙の騰繕い梱るのではないか。㍉

．ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

’

　
　
り
　
の

ノ
Σ
t
峯
2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

山本よ科学技術小委貝会はてこの定義は技術的に不可能セあると

　　している。法律小委三会でも定義を定める必要蟻は夕ないど

　　いうのが大方の意見である。

山県1天然資嫁の問題については南趣大躍や三三についても同じ

　　ことμ言下る。
　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ

’山本：その鷲りである。これが前例になることを考序して各国と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　も：真剣に臨んでいるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　り『八藤：i且舶rna七‡ρnaL　regime一について具体案は海るめか

山不：薩莞途上国のnee98に資する三等の麹象的な規準を示す

　　にと’どまっている。　　　　　　．

八藤：プメリカの「再ち縫済臣開発の内容は何か。・’

山本：具体購な発言はしていない。　・　　　　’
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　く

（4｝スカイラ．ゾ言脚について　．乙1、・ゴ・．

　　湖雄賄轍術研獅＋所長仰名から飾委・2－4・「ス

　カ．イ．ラズ細と翻繍の材孝穣瞳へ鯵三ついて尋言詞力19

　あったの以以下の賓凝応答が行なわれた。　一

吉藏：資祷、Fig3とF‡94において同一特科なのにバラツキ傾．

離驚萱縦鷺lr一∴．’・一一一

吉融ヴイ功一ゆ加繭の彫考拳編るのだろう・・　巴

醸：開平ゆける端野の鱗力聯紬購朧持って
　　蘂るようになった時こ持許などの鞭いはどうなるの傘b

高輪：まだ決っていない。　　　　、
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